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災
害
と
大
学

　

本
学
の
歴
史
の
中
で
も
災
害
に
際
し
て
義
援
金
を
募
っ
た

り
、
救
済
活
動
に
参
加
を
し
た
事
例
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
の
室
戸
台
風
と
東
北
地
方
の
大
冷
害
に

対
す
る
本
学
の
義
援
金
募
集
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

　

三
四
年
九
月
二
十
一
日
、
室
戸
岬
に
上
陸
し
た
台
風
が
四
国
・

近
畿
・
北
陸
・
東
北
地
方
を
襲
い
、
三
千
人
を
超
え
る
死
者
・
行

方
不
明
者
を
出
し
、
家
屋
の
全
壊
流
失
四
万
戸
を
記
録
し
た
（
室

戸
台
風
）。

　

各
新
聞
は
こ
の
台
風
の
被
害
の
惨
状
を
写
真
入
り
で
次
々
に
知

ら
せ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
全
国
各
地
で
罹
災
者
救
済
の
た
め
の

募
金
運
動
が
開
始
さ
れ
、
新
聞
社
な
ど
を
通
じ
て
多
く
の
義
援
金

が
各
被
災
県
に
贈
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
同
年
秋
は
、
東
北
地
方
に
た
い
へ
ん
な
冷
害
が
起
こ
っ

て
、
全
国
的
な
大
凶
作
と
な
り
、
特
に
東
北
六
県
で
は
二
百
万
余

の
人
口
の
う
ち
約
六
割
が
救
済
を
要
す
る
悲
惨
な
状
況
に
な
っ
て

い
た
。
被
害
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、
身
売
り
や
欠
食
児

童
の
増
加
な
ど
が
問
題
と
な
り
、
政
府
も
そ
の
対
応
に
力
を
入
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
学
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
在
住
の
学
員

に
学
員
会
支
部
を
通
じ
て
見
舞
を
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

被
害
者
に
応
分
の
寄
付
を
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
毎

年
十
一
月
に
行
わ
れ
て
い
る
本
学
創
立
記
念
祭
の
挙
行
を
見
合
わ

せ
、そ
の
費
用
の
中
か
ら
一
、五
〇
〇
円
を
関
西
地
方
、一
、〇
〇
〇

円
を
東
北
地
方
に
そ
れ
ぞ
れ
東
京
府
社
会
課
お
よ
び
内
務
省
社
会

局
を
通
じ
て
見
舞
金
と
し
て
寄
贈
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
間
、
学
生
た
ち
も
被
害
地
救
済
運
動
に
乗
り
出
し
た
。
特

に
本
学
東
北
県
人
会
お
よ
び
九
州
県
人
会
で
は
、
積
極
的
に
街
頭

に
出
て
運
動
し
義
援
金
を
募
集
し
た
。

　
『
中
央
大
学
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
東
北
県
人
会
は
「
東
北
凶

作
地
募
金
」
と
し
て
十
月
二
十
七
〜
二
十
九
日
お
よ
び
十
一
月

十
・
十
一
日
の
合
計
五
日
間
、
九
州
県
人
会
は
十
月
十
七
・
十
八
日

の
二
日
間
、そ
れ
ぞ
れ
街
頭
で
募
金
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

前
者
は
一
、三
二
五
円
八
七
銭
、
後
者
は
二
八
五
円
四
七
銭
の
募

金
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
知
新
聞
社
に
寄
託
し
て
被
害
地
に
贈
っ

た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
中
央
大
学
新
聞
』
に
は
法
学
部
学
生
工
藤
定
雄
の
「
東

北
凶
作
地　

見
学
よ
り
帰
り
て
」
と
題
す
る
報
告
が
二
号
に
わ

た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
工
藤
は
困
窮
し
た
農
民
の

姿
や
欠
食
児
童
の
多
さ
な
ど
東
北
地
方
の
惨
状
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
各
地
の
学
生
救
援
会
か
ら
送
ら
れ
た
食
料
（
芋
）
の
配
給

に
感
謝
す
る
人
々
の
姿
を
伝
え
て
い
る
。

　

な
お
、
翌
三
五
年
四
月
二
十
一
日
に
は
、
台
湾
中
北
部
で
大
地

震
が
起
こ
り
、
死
者
三
千
人
、
家
屋
の
全
壊
一
万
二
、五
〇
〇
戸

を
記
録
し
た
が
、
本
学
で
は
台
湾
同
窓
会
が
中
心
と
な
っ
て
学
生

か
ら
義
援
金
を
募
り
、
こ
れ
に
大
学
か
ら
の
慰
問
金
を
合
わ
せ
て

合
計
二
〇
九
円
八
五
銭
が
台
湾
総
督
府
東
京
出
張
所
を
経
由
し
て

寄
付
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
学
生
の
災
害
救
援
活
動
と
い
う
と
、
一
九
八
九

（
平
成
元
）
年
十
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
地
震
の
際
、
本
学

の
学
生
ら
が
自
費
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
渡
米
し
、
現
地
の
救

世
軍
に
合
流
し
て
、
献
身
的
な
救
援
活
動
を
行
っ
た
こ
と
や
九
五

年
の
阪
神
淡
路
大
地
震
に
あ
た
り
、
本
学
の
法
人
は
じ
め
学
生
部

や
生
協
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
義
援
金
を
募
集
し
た
り
、
罹
災
し
た

学
生
や
受
験
生
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
を
講
じ
た
り
し
た
こ
と

が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

　

大
学
や
学
生
が
各
種
の
災
害
に
際
し
て
で
き
う
る
こ
と
に
は
限

界
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
積
極
的
に
罹
災
者
の
救
援
に
あ
た
ろ
う
と

す
る
姿
勢
は
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
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災
害
と
義
援
金

義援金の贈呈を伝える『中央大学新聞」記事
（1934 年 11月 25日）


